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市の人口 総数51,688人（男24,811・女26,877）世帯数14,992 (11月30 ~現在） 	（毎月 2 回 1日・15日発行） 
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全
日
本
卓
球
選
手
権
ホ
ー
プ
ス
ミ
ニ
 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

ゆ
J
J
J
ノ
コ
「
，
●
，
過
J
J

、青

十

一
月
二
十
四
日
、
三
重
県

営
体
書
館
で
開
か
れ
た
「
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
」
ホ
ー
プ

ス
ミ
ニ
（小
学
三
・
四
年
）
で
、
 
 南

小
学
校

（
工藤
秀
四
郎
校
長

児
童
数
六
百
十
七
人
）
が
大
活

躍
。
男
子
は
神
健
介
さ
ん
（
四

年
）
が
昨
年
に
続
い
て
史
上
初
 
 

の
二
連
覇
、
女
子
は
昨
年
三
位

の
古
川
史
子
さ
ん
（
四
年
）
が

接
戦
の
末
見
事
勝
ち
残
り
、
同

校
は
二
年
連
続
優
勝

（男
女
）
 

に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
工
藤
さ
く
ら
さ
ん
（四
年
）
 

が
三
位
に
、
バ
ン
ビ

（
一
・
一
一

年
）
で
堀
内
美
里
さ
ん
「
一年
）
 

が
六
位
に
入
り
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
同
月
二
十
六
日
、
 

工
藤
校
長
や
監
督
の
寺
田
昭
郎

教
諭
、
選
手
な
ど
が
市
役
所
を

訪
れ
森
田
市
長
に
優
勝
を
伝
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
森
田
市

長
は
、
 「南
小
の
み
な
さ
ん
、
 

本
当
に
お
め
で
と
う
。
良
く
頑

張
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

一

生
懸
命
ス
ポ
ー
ツ
と
勉
強
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
」
 
と
称え
ま
し
 
 

た
。
 

同
校
は
、
監
督
の
寺
田
教
諭

而
）

と
コ
ー
チ
の
片
山
浩

一

さ
ん
（
3
3
 市
職
員
）
が
指
導

に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
櫛
引
英

嗣
さ
ん

（
現五

一
中
二
年
）
、
 

堀
内
美
和
さ
ん

（
現五
三
中
三

年
）
を
ホ
ー
プ
ス
大
会
で
優
勝

さ
せ
た
実
績
を
持
つ
な
ど
、
卓

球
で
は
全
国
的
に
そ
の
名
を
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特

訓
や
合
宿
な
ど
特
別
な
訓
練
は

一
切
や
ら
ず
、
児
童
の
自
主
性

に
任
せ
る
練
習
が
基
本
。
寺
田

教
諭
も
「何
も
言
わ
な
く
て
も
、
 

子
ど
も
達
が
自
ら
や
っ
て
く
れ

ま
す
。
全
国
大
会
で
も
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
」
 
と
話し

て
い
ま
し
た
。
 

主
一鶏

鵬
 

市 民 憲 章 （昭和 59年10Hl 日制定） 

わたく したちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 
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都市としての魅カが I 
いちだんと向上 I 

ノ 
』
 
活
力
と
う
る
お

い
の
あ
る
 

ー
、
 
名
『

ノ
「く
‘
、‘
一G
れ
‘

目
・
‘一

 

街
づ
く
り
に
弾
み
 

市
が
新
町
・
布
屋
町
地区
に

整
備
を
進
め
て
き
た
「
み
ず
と

み
ど
り
の
小
公
園
」
が
完
成
し

十
一
月
ニ
十
三
日
、
そ
の
オ
ー
 

プ
ン
を
記
念
す
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
竣
工
式
を
行
い
、
完
成
を

祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
午
前
十
時
四
十
分
、
 

森
田
市
長
、川
浪
市
議
会
議
長
、
 
 高

尾
和
彦
県
企
画
課
長
、
そ
れ

に
村
上
商
工
会
議
所
会
頭
の
四

人
が
、
花
火
支

口図
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
と
同
時
に
多
く
の
市

民
が
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
ド
ッ

と
公
園
内
に
入
り
、
新
し
い
公

園
の
誕
生
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
引
き
続
き
、
地
元
国

会
議
員
を
は
じ
め
来
賓
多
数
を

お
迎
え
し
て
式
典
を
挙行
し
ま
 
 

し
た
が
、
森
田
市
長
は
「
こ
の

公
園
の
完
成
を
契機
に
、
活
力

と
う
る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り

に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

こ
の
公
園
は
、市
が
昭
和
五

十
八
年
四
月
に
国
土
庁
か
ら
地

方
都
市
整
備
事
業
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
と
し
て
 
「水
緑
都
市
モ
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Ii' 

広報ごしょがーわら 	 （第629号）② 

9
り
 

ン
 

(
 

r
 



,
 

デ
ル
地
区
」
 
の指
定
を
受
け
、
 

私
達
の
祖
先
が
長
年
の
努
力
に

よ
っ
て
つ
く
り
上
げた
堰

（用

水
路
）
を
再
生
し
、う
る
お
い

の
あ
る
都
市
づ
く
り
を
と
翌
年

度
か
ら
三
か
年
計
画
で
整
備
を

進
め
て
き
た
も
の
で
、
総
事
業

費
は
約
一
億
九
千五
百
万
円
で

す
。
 

そ
の
面
積
は約
二
千
三
百
平

方
屑
で
、
中
に
は
野
外
ス
テ
ー
 

ジ
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
た

た
く
と
 
「シ

ー
ハ
イ
ル
」
 
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
欄
か
ん
の

あ
る
太
鼓
橋
、
屋
内
ギ
ャ
ラ
リ
 

ー
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
プ
ー
ル
の

あ
る
噴
水
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
パ
 

ー
ゴ
ラ
（
藤
棚
）
、
シ
ェ
ル
タ
 

,
 

ー
（
東
屋
）
な
ど
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
水
路
、
生

垣
、
樹
木
等
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

た
複
数
の
小
さ
な
広
場
を
ポ
ケ

ッ
ト
的
に
設
け
、
ベ
ン
チ
や
テ
 

ー
プ
ル
を
配
す
る
な
ど
、
ゆ
っ

く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
同
公
園
に
は
、
今
年
四

月
に
市
内
十
八
の
小
学
校
に
入

学
し
た
一
年
生
六
百二
十
八
人

の
児
童
の
協
力
を
得
て
、
そ
の

手
形
を
彫
っ
た
 
「手
形
模
様
コ

ン
ク
リ
ー
ト
平
板
」
を
園
路
や

広
場
に
敷
い
て
い
る
ほ
か
、
ト

イ
レ
も
完
備
（
新
町
地
区
の
下

水
道
工
事
が
十
二
月
中
に
完
了

す
る
の
で
、
そ
れ
と
同
時
に
使
 

（第629号） 

用
で
き
ま
す
）
し
て
い
ま
す
。
 

公
園
の
名
称
も
、
こ
の
公
園

が
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

よ
う
、
広
く
市
民
に
募
集
し
、
 

四
百
四
十
三
通
の
応
募
案
の
中

か
ら
決
定

（
漆川
の
新
谷
祐
美

子
さ
ん
応
募
案
）
し
ま
し
た
。
 

同
公
園
は
、
市
街
地
中
心
部

に
位
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、
 

近
く
に
は
働
く
婦
人
の
家

・
保

健
セ
ン
タ
ー
や
西
北
中
央
病
院

を
は
じ
め
幾
つ
か
の
医
療
施
設

な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
の

利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

本
市
は
同
公
園
の
完
成
に
よ

っ
て
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
が

い
ち
だ
ん
と
向
上
し
た
と
い
え

ま
す
。
 

広報ごしよがわら 

「シーハイル」 のメIコディ 

③昭和61年（1986年）12月15日 
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第41回希町村菊

が開か五ず（8. 
る佐藤寛保さん 

今
年
は
、
春
の
心
配
さ
れ
た

天
候
も
持
ち
直
し
、
稲
作
は
平

年
作
以
上
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
り
ん
ご
も
良
好
な
成

育
に
よ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
収
穫

で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
 

津
軽
半
島
が
「半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
」
の
指
定
を
受
け
た
 

ほ
か
、広
域
ご
み
処
理
施
設
「西
 

部
衛
生
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
し
 

（第629号）④ 広報ごしょがわら 昭和61年（1986年）12月15日 

一
今
年
の
主
な
で

き
ご
と

一
 

1
 
新
年
名
刺
交
換
会
を
開
く
 

3
 
成
人
式
を
行
う
 

5
 
消
防
団
出
初
式
を
行
う
 

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
完
成
 

市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
設
置
 

市
行
政
改
革
懇
談
会
設
置
 

井
上
孝
自
民
党
災
害
対
策
特
別
委
員
長
が本
市
の
豪
雪
 

状
況
を
視
察
 

9
1
1
1第
十
六
回
五
所
川
原
雪
ま
つ
り
 

1
0
 政
府
調
査
団
が
本
市
の
豪
雪
状
況
を視
察
 

2
2
 市
文
化
奨
励
賞
、
ス
ポ
ー
ッ
賞
贈
呈
式
 

2
5
 栄
小
学
校
完
成
 

1
0
 市
議
会
第

一
回
定例
会
（

、
2
4)
 

2
0
 青
森
職
業
訓
練
短
大
か
ら
初
の
卒
業
生
が
誕
生
 

3
1
 小
曲
地
区
に
農
村
婦
人
の
家
完
成
 

3
1
 津
軽
半
島
が
 
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
」
に
指
定
 

3
1
 「市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
 

2
5
 春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
ス
タ
ー
ト
 

2
9
 お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
 

1
2
 県
首
脳
部
に
市
の
重
点
事
業
を
要
望
 

1
3
 森
田
市
長
が
田
植
え
、
人
工
授
粉
を
激
励
（
ー
巳
 

2
9
 少
年

・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
 

3
 
消
防
団
観
閲
式
を
行
う
 

5
 
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
に朝
市
が
店
開
き
 

9
 
市
議
会
第
二
回
定
例
会
 

7
・
1
 
国
道
一
〇
一
号
前
田
野
目
バ
イ
パ
ス
開
通
 

1
1
 大
規
模
水
防
訓
練
を
実
施
 

1
9
 松
島
小
プ
ー
ル
完
成
 

2
8
 県
議
会
土
木
公
営企
業
常
任
委
員
会
に
市
の
重
点
事
業
 

を
陳
情
 

2 3 6 5 4 

8 28 28 24 



、、 

松島小学校プール完成（T 19) 

た
こ
と
、
市
街
地
中
心
部
に
憩

い
の
場
と
し
て
の
 
み
ず
と
み

ど
り
の
小
公
園
」
が
完
成
し
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
青
森
職
業

訓
練
短
大
か
ら
初
の
卒
業
生
が
 

r
 

一
 
悼
湾

沃
こ
と
、
漆
川
工
業
団
 

東
北
自
動
車
道
が
全
通
し
た
こ

と
な
ど
、
本
市
が
西
北
津
軽
の

中
心
都
市
と
し
て
、
ニ
十
一
世

紀
へ
向
け
て
大
き
く
飛
躍
す
る

基
礎
固
め
が
行
わ
れ
た
一
年
と

い
え
る
で
し
ょう
。
 

／
又
 
今
年
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
ま
し
た
。
 

島麟奮蓮議或鍛 

地
の
造
成
が
完
了
し
た
こ
と
、
 

落成式挙行 

(3. 31) 

ぎ、 

脅 
泥 

（第629月 広報ごしょがわら ⑤昭和61年（1986年）12月15日 

眉
 

11 

19 15 11 3 

12 

16 23 22 

8 

17 11 4 31 30 

東
北
自
動
車
道
全
通
 

五
所
川
原
駅
前
か
ら
新
幹
線
リ
レ

ー
バ
ス
 

虫
と
火
ま
つ
り
（

、
7
)
 

中
泉
橋
完
成
 

三
好
地
区
で
市
初
の
移
動
消
防
展
 

2
0
 市
議
会
第
三
回
臨
時
会
 

2
1
 市
政
懇
談
会
を
市
内
十
一
地
区
で
開
く
（

i
9

・
8
 

全
体
の
出
席
者
数
約
六
百
人
）
 

2
3
 県
民
体
育
大
会
開
か
れ
る

（ー
2
4)
 

9
・
4
 
東
北
初
の
国
際
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
か
れ
る
 

7
 
三
中
の
増
改
築
工
事
に
着
工
 

9
 
市
老
人
福
祉
大
会
開
く
 

1
6
 市
議
会
第
四
回
定
例
会

（、
2
9)
 

2
9
 市
議
会
で
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
決
議
 

1
0・
1
 
市
褒
賞
、
文
化
褒
賞
贈
呈
式
 

1
 

「市
工
業
用
水
道
事
業
」
 
ス
ター
ト
 

3
 
合
同
金
婚
式
を
行
う
 

4
 

「市
民
憩
い
の
森
」
植
樹
祭
を
実
施
 

2
1
 市
初
の
肉
用
牛
共
進
会
を
開
く
 

2
7
 市
社
会
福
祉
大
会
を
開
く
 

2
9
 東
北
市
長
会
総
会
で
、
森
田
市
長
提
案
の
 
義
務
教
育
 

諸
学
校
施
設
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
が
決
議
さ
れ
る
 

森
田
市
長
が
市
民
総
合
文
化
祭
の
関
係
者
を
激
励
 

広
域
ご
み
処
理
施
設
「
西
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
 

「第
三
回
市
農
業
ま
つ
り
」
を
開
く
（

、
1
6)
 

県
が
第
五
次
県
長
期
総
合
計
画

（
案）
を
市
町
村
へ
説
 

明
、
協
議
 

市
議
会
第
五
回
定
例
会
（

ー
1
2・
2
)
 

「み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園
」
完
成
 

県
が
半
島
振
興
法
に
基
づ
く
津
軽
半
島
振
興
計
画
（
案
）
 

を
関
係
市
町
村
へ
説
明
、
協
議
 

漆
川
工
業
団
地
の
造
成
完
了

（
エ場
用
地
分
）
 

新
五
所
川
原
市
総
合
計
画
策
定
開
始
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Aゾ A 

県五所川原合同庁舎で開かれた西北地方行政連絡協議会 

日
本
海
沿
岸
道
な
ど

1
9件
を

要
望
 
毎
同
曾

申

口
暑
「
】尋
貞
国
低
敷
島
町の
平
川
さ
ん
 

I 三l 
~ LJJ 

西
北

地
方
行

政
連
絡

・み
開
か
れ

る
 

l
ー

ー
 
冬
は

市嘱
っ

声
」
」
夏
は清
掃
、
ー
草
刈
り
 

県
が
各
広
域
圏
か
ら
、
そ
の

広
域
圏
が
抱
え
て
い
る
問
題
点

や
要
望
な
ど
を
聴
取
し
、
そ
れ

を
今
後
の
県
政
に反
映
さ
せ
る

た
め
の
 
「地
方
行
政
連
絡
協
議

会
」
が
十
一
月
十
八
日
、
県
五
 
 

所
川
原
合
同
庁
舎
で
北
村
知
事
、
 

県
幹
部
職
員
、
西
北
五
の
市
町

村
長
な
ど
合
わ
せ
て
約
六
十
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

本
市
を
中
心
と
す
る
津
軽
西

北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
 
 

会
（
会長

・
森
田市
長
）
では
、
 

「日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道

の
建
設
促
進
」
 
「七
里
長
浜
港

と
東
北
縦
貫
自
動
車
道
浪
岡
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
新
青
森
空

港
と
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の

早
期
建
設
」
「五
所
川
原
大
橋
、
 

新
津
軽
大
橋
の
建
設
促
進
」
国

道
一
一一
三
九号
五
所
川
原
ー
鶴
田

間
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
」
 
「青

森
職
訓
短
大
へ
の
情
報
シ
ス
テ

ム
科
増
設
」
な
ど
十
九
件
を
要

望
。
 

こ
れ
に
対
し
、県
側
か
ら
「西

北
五
の
振
興
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
事
業
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

き
た
い
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
 

最
後
に
、
広
域
圏
を
代
表
し

て
森
田
市
長
が
要

望
事
項
は
、
 

西
北
五
の
発
展
の
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
 

県
の
特
段
の
ご
高
配
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
同

協
議
会
を
終
り
ま
し
た
。
 
 

敷
島
町
の
平
川
豊
作
さ
ん

元

）
は
十
一
月
二
十
日
、
道

路
愛
護
等
の
功
労
者
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
（
佐
藤
慶

局
長
）
で
は
十
一
月
十
七
日
、
 

市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
内
で
 
 

平
川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年

か
ら
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
 

冬
期
間
は
国
鉄
五
能
線
で
分
断

さ
れ
て
い
る
旧
市
内
雛
田
地
区

か
ら
ー
ツ
谷
を
結
ぶ
農
道
約
一
一
 

J
の
雪
か
き
ゃ
雪
片
づ
け
を
、
 

ま
た
、
夏
は
市
道
や
農
道
の
雑

草
の
刈
払
い
、
側
溝
の
泥
上
げ

等
の
奉
仕
作
業
を
ほ
と
ん
ど
毎

日
の
よ
う
に
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
こ
の
農
道
を
利
用

し
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も

達
や
買
い
物
に
行
く
主
婦
達
か
 

簡
易
保
険
創
業
七
十
周
年
、
郵

便
年
金
創
業
六
十
周
年
を
記
念

し
、
市
の
木
で
あ
る
ハ
ル
ニ
レ
 

（三
屑
）
三
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。
 

こ
の
植
樹
は
、
簡
易
保
険
や

郵
便
年
金
の
資
金
融
資
な
ど
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
に
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
お
ま
つ
り
広
場

内
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
佐
藤

局
長
ほ
か
同
郵
便
局
職
員
、
佐

藤
喜
丈
簡
易
保
険
加
入
者
の
会

会
長
、
市
か
ら
逆
瀬
川
総
務
部
 
 

ら
「
大
変
助
か
る
」
と
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
、
平
川
さ
ん
は
青
森

市
内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は

出
席
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

表
彰
状
は
翌
日
、
市
役
所
で
吉

岡
助
役
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
川
さ
ん
は
、
 「社
会
に
少

し
で
も
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て

始
め
た
。
こ
れ
か
ら
も
身
体
の

続
く
限
り
続
け
て
い
き
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

長
、
三
浦
財
政
部
長
な
ど
合
わ

せ
て
約
三
十
人
が
参
加
。
 

佐
藤
局
長
が
「ハ
ル
ニ
レ
は
、
 

成
長
が
早
く
強
い
木
で
す
。
今

後
の
五
所
川
原
市
に
ふ
さ
わ
し

く
、
ま
た
、
そ
う
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
選
び
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
佐
藤
会

長
と
三
浦
財
政
部
長
がお
祝
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
1
1
1
 

氏
で
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
 

・

辛
 

ハ
ル
ニ
レ

る
本
を
記
念

植
樹
五
所
川
原
郵便
局
 

簡

保
創
業

7
0
周
年
で
 

《
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手帳のほしい方は市平必書企画課統計調査係 
（か⑩2 111 内線318・319番）へお問い合せ 
く ださい。 

62年版県民手帳 
「あなたの 

ポケットにも一冊」 

12月は 
市県民税 

第4期 

I 健康保険税 

！ 	第6期 

1 の納期です 

二竺轡と」 

網
蝕

貢
上
眠

と

る
万
見

寄
何
 

県
庁

生

協
五

所

川
原

支

店
 

県
庁
生
活
協
同
組
 

こ
れ
は
、
同
支
店
が
去
る
十

合
五
所
川
原
支
店
 

一
月
七
、
八
の
両
日
、
市
庁
舎
 

（飯
田
稔
支
店
長
）
 
前
お

ま
つ
り
広
場
で
開
い
た
チ

で
は
十
一
月
ニ
十
日
、
 
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
「
健
康
と
く

飯
田
支
店
長
が
市
役
 
ら

J
e
市
」
の
益
金
の
一
部
を

所
を
訪
れ
、
福
祉
向
 

寄
付
さ
れ
た
も
の
。
 

L
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
三
万

円
を
寄
付
、
森
田
市

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
 

森田市長に目録を手渡される

飯田支店長（左） 

市
で
は
、
こ
れ
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
へ
預
託
 

し
ま
し
た
。
 

参
 

市
の
学
校
環
境
衛
生
の
維
持
、
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
 

教
育
環
境
の
整
備
に
と
照
度
計
2
3組
寄
贈
 

学
校
薬
剤
師
会
 

改
善
に
貢
献
し
て
い
る
五
所
川

原
市
学
校
薬
剤
師
会
 

警
輪
醸
「
「
 

さ
教
 
日
、
葛
西
会
長
が
市

誕
琳

役
所
を
訪
れ
 
教育

を
は
 
環
境
の
整
備
に
役
立

録
右
 
て
て
く
だ
さ
い
と
、
 

誉
「
？
韓
器
 

鷲
議
「慧
 

店
の
昭
和
パ
ー
ル
会

（
佐々

木

々
 
伯
男
会
長
）
で
は
十

佐
長
 
二月
一
日
、
佐
々
木

る
店

会
長
と
木
村
静
逸
同
 

m
技

金
庫
五
所
川
原
支
店

渡
木
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
 

？鷲
緯
」
巽
 

寄
寸
 

旧
刻
九

千
三
百
十
八
円
を
 

灘
 難
「
「
 

繋
尉

を
勲響
勃
 

田
会
し

た
。
 

森

木
 

プj
e
お
金
は
去
る
 

照
度
計
は
、
教
室
や
体
育
館

な
ど
の
明
る
さ
を
調
べ
る
の
に

必
要
な
も
の
で
、
森
田
市
長
は

コ
」好
意
に
感
謝
し
ま
す
。十
分

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
小
・
中
学

校
二
十
三
校
に
一
組
ず
つ
備
え

役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

十
一
月
二
士
一
日
、
同
会
が
会

員
を
対
象
に
大
町
の
レ
ス
ト
ラ

ン
藤
吉
郎
で
開
い
た
「
家
族
同

伴
忘
年
パ
ー
テ
ィ
」
で
参
加
者

か
ら
募
金
し
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に預
託

し
ま
し
た
が
、
同
会
か
ら
の
寄

付
は
今
回
で
十
二
回
目
と
な
り
、
 

関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

⑨
臥

M
昼
 

（第629号） 

鎗
会
網
訟
唱
と
局
万

9
手

盟
象
 

津
軽

信
金

昭

和
パ
ー
ル

会
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1ユ月15日～1月5日 

年末年始の交通安全運動 

最重点目標は飲酒・ 
暴走運転の追放 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

が
、
十
二
月
十
五
日
（
月
）
か

ら
一
月
五
日
（
月
）
ま
で
の
一
一
 

十
二
日
間
、
県
下
い
っ
せ
い
に
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
時
期
は
忘
矢
本
、新
年
 

会
、
正
月
な
ど

一
年
の
う
ち
で

最
も
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
、
 

さ
ら
に
道
路
も

積
雪
や
凍
結
で

ス
リ
ッ
プ
し
や
 

飲酒・暴走運転の末電柱に激突、運転者
が重傷を負った事故現場 （市内田町で） 

す
く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
子
供
 

た
ち
は
、
道
路

で
ミ
ニ
ス
キ
ー
 

や
ス
ケ
ー
ト
遊

び
を
す
る
よ
う
 

に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
危

険
な
遊
び
は
さ
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せ
な
い
よ
う
み
ん
な
で
注
意
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

今
年
の
交
通
事
故
をふ
り
か

え
っ
て
み
ま
す
と
、
飲
酒
・
暴

走
運
転
な
ど
無
謀
な
運
転
に
よ

っ
て
死
亡
事
故
を
お
こ
す
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
運
動

は
、
飲
酒
・
暴
走運
転
の
追
放

を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
実
の
あ

る
効
果
的
な
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民

の
総
力
の
も
と
に
、
年
末
年
始

は
、
無
事
故
で
乗
り
越
え
た
い

も
の
で
す
。
 

・

運
動
の
重
点
 

午
無
謀
運
転
、特
に
若
年
運
転

者
に
よ
る
飲
酒
・
暴
走
運
転
の

追
放
 

⑦
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防止
 

③
踏
切
事
故
及
び
ス
リ
ッ
プ
事

故
の
防
止
 

印
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
 

加
害
者

・
被
害者
と
も
に
悲

惨
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
交

通
事
故
は
、
起
こ
さ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

       

       

  

を
な
く
そ
う
 

一
 

 

冬
休
み
 

子
ど
も
の
事
故
 

  

      

   

)
 

冬
休
み
に
入
る
と
、
子
供
た

ち
は
、
解
放
感
な
ど
か
ら
、
せ
 
 

っ
か
く
身
に
つ
い
た
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
や
安
全
な
行
動
を
忘

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 

水
道
管
の
凍
結
に
こ
注
意
を
井
 

も
し

も
、
凍
ら

せ
て
 

し
ま
っ

た
ら

…
・
・
・
 

こ
れ
か
ら
、
日
毎
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
厳
寒
期
に
は
い
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事

故
が
お
き
ま
す
。
 

と
く
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
摂

氏
四
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

等
の
歪
元
全
な
も
の
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

▽
水
抜
栓
・
不
凍
栓
を
備
え
付

け
の
場
合
 

長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う
な

と
き
や
、
就
寝
前
に
は
必
ず
水

抜
栓
・
不
凍
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を

し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
閉
め
、
 

蛇
口
を
一
杯
に
開
い
て
く
だ
さ
 

▽
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
利
用
の
場
合

え
ス
ミ
の
害
を
防
ぐた
め
、
 
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
む
き
出
し
の
管
や
、
屋
外
に

蛇
口
が
あ
る
場
合
 

蛇
口
や
、
水
道
管
の
立
ち
上

が
り
な
ど
の
露
出
部
分
に
、
保

温
材

（
毛布
類

・
コ
モ
等
）
を

巻
き
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

葛
凍
結
防
止
の
放
水
は
や
め
一
 

】
て
く
だ
さ
い
。
 

一
 

一
 凍
結
防
止
の
た
め
水
を出
一
 

鱗
』
麓
（
紅
 

針
精難
 

一
  一

の
検
針
精
算
の
際
、
料
金
に
【
 

ー
ハ
ネ
返
り
思
わ
ぬ
支
出
と
な
一

一
りま
す
の
で
、
放
水
は
や
め
ー
 

ーて
く
だ
さ
い
o
 

一
 

一
 

（
票
道
事
業
所）
一
 

軽
い
凍
結
の
修
理
の
仕
方
 

●

凍
結
し
た
と
き
は
、
露
出
し

て
い
る
管
（
保
温
筒
な
ど
は

取
り
は
ず
す
）
や
、
蛇
口
な

ど
に
タ
オ
ル
か
ぞ
う
き
ん
を

巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
お

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
る
と
、
 

軽
い
凍
結
で
す
と
水
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 
 

直
接
熱
湯
を
か
け
た
り
、
直

火
を
当
て
た
り
、
ま
た
電
気

を
直
接
流
す
解
氷
な
ど
は
、
 

蛇
口
の
破
裂
や
火
災
の
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

●

そ
れ
で
も
解
け
な
い
と
き
は
、
 

お
近
く
の
市
指
定
水
道工
事

店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

r
 

r
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市役所の電話番号は⑩2川番 
工業統計調査に 

ご *'I/i力を 
製造業を営む皆さん、 

今年も全国いっせいに 「 

工業統計調査」 が実施さ

れます。 

12月31日現在での調査

のため、年末年始の‘忙し

い中を調査員がおけ司いし

ますが、 ご協力くださる

ようお願いします。 

皆さんにご記入いただ

いた調査票は、統計」こ上外

の目的に使われることは

絶対にありませんので、 

ありのまま才三了書きくださ

し、o 

調査範囲一製造業に属す

るすべての事業所が対象

となります。 

調査項目＝一事業所名、従

業者数、製造品出荷額、 

原材料使用額などです。 

この調査についてご不

明の点は、市秘書企画課

統計調査係 （内線318・ 

319番） へお,問Iい合せく

ださい。 

r農業委員選挙人名簿を作成、 

＼ー有資格者はもれなく申請を p ノ 

市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿

を作成します。 これは、法律に基・づいて 1月 

1 日現在で行われるものです。 農家のみなさ

んは、 「選挙人名簿登載申請書」 を提出してー 

く ださし、。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月25日ヒ頁

に行政連絡員（旧市内は農事実行組合長） を

通じて各農家に配布します。 農家のみなさん

は、 それに記入のうえ 1月10日まで’に行政連

絡員（または農事実行組合長） にお渡しくだ

さし、。 

ン選挙資格のあるメ、 

●市内に住I折があり、10アール以上の農地

を耕作している世帯で、年間60日以上耕作

に従事している人 

●昭和42年 4 月 1日以前に生まれた満20歳
以上の人で、農家世帯と同居している親族 

(6親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

● 10アール以上耕作している農業生産法人

の組合長、または社員（年間60F}以上耕作

に従事している人） 

レ記入事項 

①申請者の住所・氏名（押印してください） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯員の氏名、続柄（世帯主

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

来年は、農業委員の任期（3年）満了に伴う選

挙が行われますので’、選挙資格のある農家の

人はもれなく記入のうえ提出してください。 

申請用紙が配布されなかったり、記入上不

明な点がありましたら市農業委員会（＝内線 

229・230番）へこ】’連糸各ください。 

新年度の保育所

入所申請の2次

受付をします 
来年 4 月から子どもを

保育所に入所させたい方

で、まだ申請書を提出し

ていない方、及び申請書

を提出してまだ面接を受

けていない方は、 1月12 

日から 1月31日までに市

福ネ止事務所児童係へおし、 

でトください。 

なお、 才う,いでの際には、 

お子さんを家庭で保育で

きない事情等について詳

しくお聞きする面接調査

を行いますので、止むを

得ない事情がない限り、 

申請児童の j三】,母さんがお

いで”ください。 

レ持参するもの 

①印鑑 

②健康保険証（同居家 

族全員の） 

③昭和61年分の源泉徴 

収票（入所申請児童 

と同居の扶養義務者 

が給与所得者の場合） 

レ間い合わせ先 

市福ネ止事務所児童係 

（内線 243番） 

国民年金の保険料を 

忘れないで納めましょう 

国民年金保険料の納め忘れはあ

りませんか。 

もし、納付期間内に納めていま

せんと、不慮の事故などにあって

も、障害基礎年金や遺族基礎年金

が受けられません。 

国民年金は公的制度ですが病気

になったり、事故にあってから保

険料を納めても、年金は支給され

ません。 

また、未納期間が長くなります

と、長寿生活の支えとなるべき老

齢基礎年金がきわめて低額年金と

なったり、最悪の場合には全く受

けられなし、ことにもなります。 

納め忘れている方は、早めに納

付してください。 

検察審査会を知~ 

●検察審査会とは 選挙権を有する国民の中から選ば

れた11人の検察審査員が、いわば一般の国民を代表して

検察官が事件二起訴しなかったこと （不起訴処分）のよし

あしを審査するのを主な仕事とするところでトす。 

犯罪の被害にあった人や犯罪を告訴・告発した人から、 

検察官の不起訴処分を不服として、検察審査会に申立て

があったとき審査を始めます。 

●審査の方法 検察審査員全員が出席し、審査会議を

開いて、事ィ牛の記録を調べたり、必要に応5じて証人を呼

んだり、実地見分をしたりして不起訴処分のよしあしを

審査します。 

●審査の結果 更に詳しく捜査をすべきである （不起

訴不当） とか起訴をすべきである （起訴相当） という議

決があった場合には、検察官はこの議決を参考にして事

イ牛を再検討します。 

相談や申し立てについての費用は一切無米斗で、秘密は

固く守られます。 

詳しくは、弘前検察審査会事務局（か0172電②）4321番 

弘前市大字下白銀町 7 番地 裁判所内）にお問い合わせ

ください。 

, 



入会者募集一あすなろ民踊同好会ー 

民謡や舞踊、 カラオケの好きな方、あ
なたの趣味や特技を地域福祉の向上のた

めに役立ててみませんかノ 
未 験者も大歓迎です。入会希望の方

は、小田桐忠男さん（蓮沼か③5)4506番） 

又は山形功さん（吹畑”園）4844番）へご

連絡ください。 
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新年名刺交換会 

 

   

レ日時 6j9和62年 1月 1 H 午前11時 

レ場所 市民文化会館 2 階 

レ会費 1,500円 
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1
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回の早泉早鋤のD目昌圃） 
●本庁と各支所は12月28日（日）から 1月 4 日（日） 

まで’休みます。 

ただし、本庁の市民課、収納課、会計課（支払い

業務を除く） （よ、 12月29日、30日は平常どおり、31 

日は午前中窓口業務を行います。 

なお、 年末は窓口が混み合います。 印鑑証明など

は 3 か月間有効期間がありますので、必要な方は早

めにどうぞ。 

●西北中央病院は、12月28日 （日） から 1月 4 日 

（日） まで休み、 1月 51l から診療を始めます。 

●水道の故障修理の受付けは、12月2711 （土） か

ら 1月 5 H （月） まで元町浄水場（"@)2639番）で・

行います。 

●図書館は、12月26日 （金） から 1月 5 日 （月） 

まで渡てI書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

●中央公民館、歴史民俗資料館は、12月27日（土） 

から、 また三道会館、市民文化会館は同日午後から、 

それぞれ 1月 4 日 （日） まで一般開放は行いません。 

●市民体育館は、12月2711 （土）から1月 5 日（月） 

まで一般開放は行いません。 
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ミごみこの収集は12月30日まで 

ごみの収集は、12月30日 （火） まで行います。 来

年は 1月 5 LI（火）から平常どおり収集いたします。 

なお、野里埋立地の燃えないごみの弓は受けは12 

月31日 （水）午前中まで、また来年は 1月 3 日（土） 

から平常どおり引き受けます。 

く 燃えるごみとし尿 ＞ 

中央衛生センター（高瀬）と西部衛生センター（稲

垣）の燃えるごみの引き受けは、12月30日（火）まてる。 

また、中央衛生センター（7）し尿の引き受けは12月 

27日 （土） まで’行います。 

燃えるごみ、 し尿とも 1月 5 日 （月） から平常ど

おり引き受けます。 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容35-2O1 9番 
（救急医療部会） 
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